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りんごの生育が昨年より１０日遅れて、今年はなかなか花が咲きません。昨年は5月3日が満開だったのに、今年は4日になってもまだまだ咲く気配はありません。昔の農家がそうであったように、私たちもその時が訪れるのを待ちます。
農家は季節の訪れを肌で感じることが出来る仕事の代表的な業種です。中でも春は特別ですね。すべての生き物が体を大きく伸ばし、寒さに耐えた証に植物は新芽を出します。目の当たりに命が満ち溢れます。
私たちの町でも子育てに力を入れています。このたび朝日町の3保育園が建物の老朽化により、1つに統合され「あさひ保育園」に生まれ変わりました。こどもたちも安心できる環境でのびのび楽しんでいます。併設した「子育て支援センター」もあり、いつでも子供の姿があり、子どもの声が絶えない素敵な空間となっています。朝日町のいきいきした活力は、ここがスタート地点になりそうです。
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●りんご園の改植
私たちのりんご園のすぐ隣の園地のおじいさん（83歳）が農業を引退することになり、そのりんご園を私たちが引き継ぐことになりました。農家の高齢化を目の当たりにして自分の事として感じています。おじいさんの話によると、清野りんご園の歴史を開拓時代から60年以上見てきたとのことです。
私達は3代目になりますが、隣のおじいさんは1代で60年以上農業を守り続けたことになります。昔はどこの家も一鍬一鍬山を開墾し、りんごの苗木を植えたと話を聞くと、その壮絶な歴史に圧倒されます。雑木林の山を毎日腰弁当で通い、今の時代のような立派な農機具も無く、鍬一つですばらしいりんご園を開園。現在私たちがりんごで生活が出来るのも、その昔大変な時間と苦労をかけた開拓精神あふれる1代目のおかげです。
隣のおじいさんから受け継ぐりんご園ですが、私たちも先人たちの開拓精神に習い、今流行っている「わい化栽培」で、新品種を含め比較的新しい品種を植えようとしています。

先人の思いが詰まっている大きなりんごの樹を伐るのは残念ですが、5年後の成園を楽しみに進めています。生まれ変わるりんご園を見に遊びに来てみませんか。
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●引越しをしました。


私達はこの春引越しをいたしました。とは言え、町内にある和合地区に若衆（4人）だけで独立しました。


地区10年の中古の建物ですが、私たちにはもったいないくらいのすばらしい家です。りんごの仕事も出来る大きな作業場もあり、農家にはぴったりです


実家からは5分くらい離れていますが、農作業は今まで同様みんなで力を合わせてします。


マイホームをもち、親から独立もし、多少の不安はありますが、自分たちの小さな家庭を作っていきたいと思います。


近くに来る機会があったら是非よってくださいね。





★家の近くの目印は「産直和合」です。





・住所：990-1411　山形県西村山郡朝日町和合2682-10


・電話・FAX：0237-85-0931　携帯　090-9741-7948


・メール：seinoringoen@hb.tp1.jp


・ホームページ：http://ringonoen.com


家のシンボルツリーの八重の枝垂桜（濃いピンク色）が満開です。（5月4日）























●里帰り


4月22日から27日まで4年ぶりに故郷の韓国に行ってきました。母親の古希の祝いのためです。


母と私たち兄弟夫婦、そして子供達の総勢17人でのお祝いでした。長男の私が日本にいるので弟夫婦がすべて準備をしてくれました。2泊3日の日程で南の島、済州島（ジェジュド）で楽しい時間を過ごしました。自動車整備工場を開業している弟。弟の奥さんは写真屋で事務の仕事。姉は介護ヘルパー、姉の夫は建設会社の社員、妹は看護士、妹の夫は電気会社の技師、私達は農家。孫たちは、大学生が1人と小学生が4人、保育園が3人。母は若くして夫を亡くし、女一人で私たちを育ててくれました。今私たちが幸せな生活をおくれているのは、母の教えのおかげです。小さい頃から母がいつも言っていた言葉は「うそをつかない」これだけでした。これからも母の声を反芻しながら頑張りたいと思います。


みんなが一堂に集まることはなかなか出来ないですが、何かの節目にはまた集まりたいものです。


　日本に帰って来るとき母親も一緒に来ました。今は久しぶりに母親の手料理を楽しんでおります。旅行としてビザ無しで90日間滞在できるので、母が帰国する日まで短い間ではありますが、日々を楽しみたいです。いつか韓国の家族みんなに、日本の旅行をプレゼントする日が来ればいいなと思っております。











はを牛兄弟たちが健康で自分たちの仕事を頑張っている様子や母も元気で孫育てに参加したりと忙しくしているのが良かったです。誰もが自分の生活の中で生きがいを感じることはとっても大切ですね。











での家族で、その配偶者4人と孫たちが






































